会　　　　議　　　　報　　　　告
	区　　　分
	内　　　　　　　　　　　　　容

	議　　　題
	前橋市社会福祉審議会　第１回地域福祉専門分科会

	日　　　時
	令和６年１月３１日（水）　１５時００分～１６時５０分

	場　　　所
	前橋市総合福祉会館　第５会議室

	出　席　者
	【委員】
塩﨑会長、上野委員、廣瀬委員、鳥島委員、黒澤委員
【事務局】
前橋市
　小坂福祉部長

　社会福祉課　田村課長、細井副参事、太田副主幹
前橋市社会福祉協議会
　地域福祉課　小野課長、今泉課長補佐、須田副主幹

	傍　聴　人
	なし

	開 催 趣 旨
	まえばし福祉のまちづくり計画【第２次前橋市地域福祉計画・地域福祉活動計画（後期計画）】の令和４年度の取組報告と推進指標における進捗報告を行い、分科会委員より意見をもらい各取組への反映を図る。また、次期計画策定方針について確認する。

	結　　　果
	●分科会委員より出た意見を事業担当課へ戻し、各取組への反映を図る。
●次期地域福祉計画策定方針について事務局案のとおり了承された。

	審議会の
主な発言内容

	【各委員からの意見に対する考え方について】

（事務局）細井副参事
・資料１をもとに説明した。
◯町社協関連
黒澤委員
・町社協の取組は推進していければと考える。できることは団体としても協力したい。

塩﨑会長
・まずは今できることをやって広げていき、その後は、取組の質の問題も出てくるだろう。段階を意識して検討していってほしい。

◯社会を明るくする運動関連
廣瀬委員
・コロナで中止されてきた社会を明るくする運動を今年度再開したが、当日、雨天により中止とした。
・強調月間ということもあり７月にパレードを行ってきたが、近年は酷暑の問題もあり、来年度は形を変えようと計画中。
・大学ボランティアとの繋がりを活用しながら、伝統に縛られず、次の世代に活動をつなげていくことを模索していきたい。
塩﨑会長
・コロナによりあらゆる事業が見直されてきた。事業の狙いをしっかり把握して、狙いを達成するためにはどのような形が良いかを考えるために、今は非常に重要な時期にある。効果的に実施できるようにしてほしい。
◯マイタク関連
上野委員
・マイタクはスマホが扱えないとなかなか役に立たない。一番ニーズのある世代が、一番スマホが苦手。きめ細かくやらないと、いい事業も役に立たなくなってしまうと感じる。
（事務局）細井副参事
・各自治会長にタブレットが配布され、自治会向けの操作研修も行っている。また、まえばしデジタルサポーター（通称：Mデジ）の活用促進により、地域で住民に教えられる人が増えてくる、ということも考えられる。
塩﨑会長

・障害者、特に知的障害者の移動支援がかなり課題になっている。障害者向けのタクシーの補助事業についても検討してもらえるといい。
（事務局）細井副参事
・買い物格差関連の例をみると、民間事業者が自前で、ラストワンマイルを届ける仕組みを導入したりしている。行政に限らず、民間の取組も組み合わることや、高齢者だけでも障害者だけでもなく、支援を必要とする人にサービスが行き届くような検討ができるようにしていきたい。
◯全般
廣瀬委員
・それぞれの職員の担当業務が多いという実情も理解するが、「福祉のまちづくり計画」と謳っているわけであり、胸を張って福祉をやっていると言えるよう、できる範囲で、一つ一つ、分業で良いので対応を実現していってほしい。
塩﨑会長
・評価について、福祉・教育分野は数字だけで評価する方がかえって危ういと思う。工夫して数値だけではない評価もしてもらえると、生きる計画になる。

【第２次前橋市地域福祉計画・地域福祉活動計画の進捗報告について】
（事務局）細井副参事
・資料２及びこれに付随する事業評価シート・推進指標をもとに、対計画策定時で数値の下がった（悪くなった）点を中心に説明した。
◯自殺対策関連
黒澤委員
・担当課による記載にもあるように、啓発活動の継続と、地域の中にゲートキーパーを増やしていくことが大切。
塩﨑会長
・若い世代については、家庭内の問題や引きこもりなど、なおさら関係課・機関が連携しないと解決しない。
◯高齢者見守り関連
鳥島委員
・地元では、お茶やお菓子を配布する名目で、年２回一人暮らし高齢者を訪問している。こういう経費も行政で手当てしていただけるとありがたい。
上野委員
・本市ではひとり暮らし高齢者基礎調査がなくなり、ある種の見守りの義務が減ってしまったのではないか。民生委員としては楽になったとは思うが、行政はどのように考えているのか。
（事務局）細井副参事

・見守り活動については、民生委員、自治会等様々な主体が実施している。市がそれら全部について制度を整備して実施していくことがいいともいえないので、いかに連携を取りながら進めていくかが大切と考える。
・民生委員は、調査依頼を受けて高齢者世帯の状況把握に努めているだけではない。年齢に関わりなく、住民の生活状態を把握することや、援助を必要とする者の相談に応じることなどが、本来の職務として民生委員法に定められている。
（事務局）小野課長
・指標６にある見守り活動については、見守り活動をしていただいた自治会に、年間３万円の助成金を、歳末助け合い募金を原資に支払うというもの。その中には、一人ひとり訪問する事業や、隣近所で気にかけて変化があったときに専門職に連絡を取るなどの地域の気遣いをする仕組みをつくるなどというものもある。
・今年度については、町社協が設立されていると、町社協に助成金を支給するので、そこから支出いただいている。
・町社協は、高齢者だけでなく地域で困っている方々に支援を差し伸べる仕組みだと考えている。
塩﨑会長
・見守り活動も、うまくいけば高齢者だけでなく引きこもりの若者のようなところにも行けるといいと思っている。民生委員児童委員と町社協が連携すれば高齢者だけでない見守りができるのではないかと感じている。
廣瀬会長
・民生委員の充足率が厳しい状況。ボランティアでなんでもできる時代ではなくなったような気がする。みな、金銭にはシビアだから、相応の対応ができる仕組みを考えていかなければならない。
◯買い物支援関連
鳥島委員
・買い物を初め、社会活動のためには、交通手段の確保が必要である。
（事務局）小野課長
・ふれあいいきいきサロンの会場に移動販売車が来るといった事例もある。様々な形の買い物支援が始まっている。

◯貧困家庭の進学対策関連
塩﨑会長
・Ｍチェンジで高校進学した子どもが中退するという例が多い。社会的自立に向けて取り組むとすれば、行政としても高校卒業まで意識して欲しいところである。
（事務局）田村課長
・該当の子どもが進学後に中退するということも、報告として入ってきている。自立できる能力がないと生活保護受給という結末になるので、進学後に行政としてできる対応についても研究していきたい。
廣瀬委員

・担当課単独ではできないことがたくさんあると思うし、実際に連携している部分もあるだろう。資料としては、そういう部分も記載していただきたい。
◯実績数値の捉え方について
黒澤委員
・これらの数字はコロナ禍での数字。人を集められない中で担当課や関係者が苦労されている、ということを踏まえてそれぞれの数値を見るべきだろう。
（事務局）細井副参事
・指標は、数字がないと分かりにくいのでやむを得ずこのような形となっている。社会情勢で数値の意味が大きく変わるのも承知しているが、その影響をどのように評価に反映するかは難しい側面がある。
【次期地域福祉計画の策定について】
（事務局）細井副参事
・資料３をもとに説明した。
（事務局）小野課長
・社会福祉協議会の資料を基に説明した。
塩﨑会長
・地域福祉計画策定については今日がキックオフとは言うものの、任期の関係で次の会議は新しい委員で行われる。次の委員に引き継ぐに当たっては、細かいことではなく大局的な部分を議論するのがよいと考えている。
・「福祉のまち」に向けて、福祉事業に係る予算はしっかり確保してほしい。
廣瀬委員
・資料の事例に神戸市を上げている理由は？
（事務局）細井副参事
・神戸市の計画は、人づくり、仕組みづくり、環境づくりという３つの方向性を示したもので、今後本市が胸を張って「福祉のまち」であると言えるようになるために必要な要素であると感じた。
塩﨑会長
・策定体制を見ると審議会が最終決定する機関であるが、ワーキンググループやワークショップに少しでも関わりを持って、決定する際の判断材料が持てるとよい。
・量的指標だけでなく質的指標も入れるのは大事なことだと思う。評価にヒアリングを取り入れるのは良い。
（事務局）細井副参事
・委員の皆さんにも、少しでもワーキンググループやワークショップに参加又はオブザーバーとして同席いただけるような形を考えたい。
（事務局）小野課長
・地域福祉計画と地域福祉活動計画を、策定作業を一緒に行うことはないが、情報共有しながら、方向性は必ず一致させて、前橋市として同じ方向に進んでいく地域福祉活動計画にしたい。
鳥島委員
・前橋市の特徴として勝っている点と弱い点を明確にし、弱い点は、これを解消できるような内容を計画に盛り込んでいただくのがよい。
塩﨑会長
・議事を終了します。
（以上）
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